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はじめに
　相模湾奥沿いの大磯丘陵南西部に分布する海成沖積

層の下原層は，海抜 20m以上に達し完新世海成段丘を

形成しており，大塚（1930a，b）の研究以来，多くの

人々によって数多くの研究成果が公表されてきた。特に

完新世海成段丘については米倉ほか（1968），遠藤ほか

（1979），太田ほか（1982）や熊木・市川（1982）によっ

て，高位から中村原段丘，前川段丘，押切Ⅰ段丘，押切

Ⅱ段丘に区分されている。なかでも最高位の中村原段丘

面は発達がよく，丘陵前面の海岸沿いに国府津から大磯

まで連続して分布するほか，中村川（下流では押切川と

呼ばれる）や葛川に沿って丘陵内部まで続いている。特

に中村川沿いには中村原面を構成する下原層がよく露出

していて，海成沖積層の野外調査にとって恵まれた地域

となっていた。

　ところが最近の宅地開発工事がここまで押し寄せて

きて，この地域における下原層の地質学的情報を記録

していた中村側沿いに見られた重要な露頭（遠藤ほか，

1979；松島，1982；町田・松島，1996）が急激に消

滅してしまった。町田・松島（1996）で報告された地

点（N35° 18́ 03̋  E139° 13́ 47̋）から南東方向に約

100m離れた地点で下原層上部の露頭一部が残されてい

たので，地質調査をおこなうとともに露頭の剥ぎ取り（接

状剥離）を実施し，露頭資料の収集を図った。

下原層の剥ぎ取り露頭および資料
所在地：神奈川県小田原市小船　東海道新幹線橋梁の南
方約 200m（図 1）

緯度経度：N35° 18́ 2.7̋  E139° 13́ 49.5̋  
標高：19.0 ～ 21.3m
経緯：これまでみられた露頭を含めて小田原市小船地
区の一部が，小田原市小船森土地区画整理組合事業に
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伴い完全に消滅し分譲住宅地となってしまった。消失し

た露頭の最東南端には小さな祠があり，その部分だけが

僅かに残り小島のように位置する。露頭はその祠へ登

る階段を作るために，幅約 3m，高さ約 2mの法面とし

て一部が残された。そこで階段の建設工事がはじまる直

前にこの露頭の剥ぎ取り（接状剥離）を実施した。剥ぎ

取りは下原層の上部海成層を含めて鬼界アカホヤテフラ

（K-Ah）を介在する下原層の最上部潟湖～河川成層まで，

幅約 1m長さ約 2.7m（斜面）について行った（図 2）。

この剥ぎ取り資料（接状剥離マット）は神奈川県立生命

の星・地球博物館に保存されている（図 3）。

現状：剥ぎ取り前の本露頭は海抜高度 19.0m から上方
21.3mまで，下原層上部海成層の最上部層準から，これ

を覆う最上部の潟湖～河川成堆積物までである（図 4）。

上部海成層は 19.0 ～ 19.45m まで厚さ 45cm を示す。
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図 1.  小田原市小船における下原層の調査および剥ぎ取り資料採集
地点（矢印）．国土地理院発行「小田原北部」1/25,000地形図を使用．
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そのうち19.35mまでが軽石の円礫まじり粗砂層で両殻

の合わさったシオヤガイ（Anomalocardia sguamosa）
をはじめサルボウ（Scapharca subcrenata），オキシ
ジミ（Cyclina sinensis），イボウミニナ（Batillaria 
zonalis），コゲツノブエ（Ceritium coralium）など 47
種（表 1）の貝化石が産出した。その上に厚さ 10cmの

細かなラミナを示す砂質シルト層が重なる。この砂質シ

ルト層を少し削り込んで下原層最上部の潟湖～河川成層

が堆積する。本層の層相は変化に富み，炭化した木片や

軽石の円礫と著しく破損した貝殻片をわずかに含む砂礫

層（19.45 ～ 20.0m），湖沼成の暗褐色をした砂質シル

ト（20.0 ～ 21.10m），大小さまざまな大きさの軽石礫

を含む砂層（21.10 ～ 21.30m）までとなる。この海抜

20.5m 付近の砂質シルト中に広域火山灰で知られる鬼

界アカホヤテフラ（K-Ah）の介在を確認した。

　現在は道路の舗装と側溝が整備されたため上部海成層

はみられず，最上部の潟湖～河川成堆積物の一部だけと

なる。

鬼界アカホヤテフラ確認の意義：広域火山灰の鬼界アカ
ホヤテフラ（K-Ah）は，鹿児島県薩摩半島と屋久島の

間の海底に位置する直径 20kmくらいの大きな凹地と

なっている鬼界カルデラが，約 6,300 年前（補正年代

では約 7,300 年前となるが，本文では測定値 6,300 年

前を用いる）におこした巨大噴火の火山灰である（町田・

新井，1992）。非常に巨大な噴火だったため，上空に高

く舞い上がった火山灰は，偏西風に乗って東方に広く飛

び，現在の日本列島とその周辺海域に降灰した。陸上で

は東北地方南部以南まで，海底では日本海の佐渡島北西

方の沖以南，太平洋側では火口から 1,500km以上も遠

方の仙台東方沖まで分布したことが明らかにされている

（町田・新井，1992）。

　大磯丘陵でこの鬼界アカホヤテフラが確認された地点

は，現在までに 3か所である（松島，1980，1982；松島・

新井，2003）。それらはいずれも潟湖成砂質シルト～粘

土層中に介在しており，本層からは潟や河口などの汽水

域に生息するヤマトシジミ（Corbicula japonica）が産
出する。松島・新井（2003）が報告した羽根尾貝塚遺

跡地点（Loc.25）では，サルボウ，アサリ（Ruditapes 
philippinarum），マガキ（Crassotrea gigas），シオヤ
ガイ，コゲツノブエなど内湾干潟に生息する貝を大量に

含む下原層の上部海成層を覆う砂質シルト層中に，鬼界

アカホヤテフラが介在していることが明らかにされた。

しかも鬼界アカホヤテフラは砂質シルト層の最下部層準

（海成層の上限から 6～ 8cm上方）にみられる腐植質粘

土中に介在していた。したがって，大磯丘陵では鬼界ア

カホヤテフラの降灰時には，すでに海進から海退へ転じ

て古中村湾からヤマトシジミが生息する古中村潟にと大

きく地形変化していたことが明らかになった（松島・新

井，2003；神奈川県立生命の星・地球博物館，2004）。

　一方，国府津－松田断層を挟んで西側（足柄平野）の

平野東端を流れる森戸川低地では，鬼界アカホヤテフラ

が海抜‐1.54 ～‐1.84m の範囲に介在，海成層上限高

度が‐2mに位置する（松島，1982）。したがって，鬼

界アカホヤテフラの降灰時以降における国府津－松田断

層の垂直変位量は 21 ～ 22mと見積もられ，大磯丘陵

側が著しく隆起したことを示す。

図 3.  小田原市小船における下原層の剥ぎ取り資料（2004 年
度企画展にて展示）．
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図２．小田原市小船における剥ぎ取り資料採集露頭（スケールは 2m）

図 2.  小田原市小船における剥ぎ取り資料採集露
頭（スケールは 2m）．
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本地点の下原層上部海成層から産出した貝化石
　明らかになった貝類は二枚貝類が 23種，巻貝

類が 24種の合計 47種であった（表 1）。いずれ

の種も内湾に生息する貝類であるが，現在の相

模湾沿岸では生息していないシオヤガイ，コゲツ

ノブエ，ヒメカノコガイ（Clithon souverbiana）
が産出する。その中でもシオヤガイとコゲツノ

ブエの多産が目立つ。本地点は，松島（1979，2003）

が報告した貝化石産出地点（25地点）に加わる地点 26

である。本地点の貝化石の特徴は，これまで明らかにさ

れていた近接する松島（1979，2003）の地点 22 や地

点 23 と同様な貝類群集組成となっている（表 2）。詳

しくみると多量に産出したシオヤガイやコゲツノブエ，

ウミニナ（Batillaria multiformis）を主体にサルボウ，
アサリ，ハマグリ（Meretrix lusoria），ヒメシラトリ
（Macoma incongrua）を伴う内湾砂底群集が優勢とな
り層相とよく対応しているが，藻場群集構成種のシマハ

マツボ（Alaba picta），マキミゾスズメモツボ（Diala 
stricta），ウネハマツボ（Alaba hungerfordi）などと，
オキシジミやイボウミニナを主体とする干潟群集構成

種，さらにウメノハナガイ（Pillucina pisidium），カゴ
メイトカケギリ（Turbonilla shigeyasui），マメウラシ
マ（Ringiculina doliaris）などの内湾砂泥群集構成種
が混じり多様な混合群集となっている。これは本地点が

復元された古中村湾（松島，1979，2003）の湾奥砂質

干潟に位置したことと，湾に流れ込む堆積物が軽石など

を多く含む粗い砂地であることを反映した環境があり，

そこに分布していた混合貝類群集と言えよう。

まとめにかえて
　神奈川県は今や 800 万人を超え，東京都に次ぐ全国

で 2番目となる人口の多い県となっている。そのため

人口が集中する県東部の横浜や川崎地域では，大規模土

地改変が進んで地層の模式地や多くの露頭が消滅した。

この土地改変に伴う都市化は，東部周辺地域からさらに

西部地域へと移り現在に至っている。大磯丘陵小船地域

もこの土地改変の波に飲み込まれて宅地開発が急激に行

われ，完新統下原層を模式的に観察・研究できた最適な

露頭が消滅してしまった。幸いこの露頭からわずかに離

れた地点で今回報告した下原層の露頭一部が残されたの

で，地質調査をおこなうとともに露頭の剥ぎ取りを行い，

露頭資料の収集を行った。これらの資料は今後の研究・

展示普及活動のために役立てたい。

図 4.  小田原市小船における下原層
の剥ぎ取り露頭の地質柱状図．

表 1.  小田原市小船の Loc.26 から産出した下原層の貝化石リスト
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